
一 般 質 問
　９月定例会の一般質問は、16日及び17日に行われました。この２日間で、13人の議員が登壇し、
市政全般について、17項目にわたり、質問を行いました。

質問項目一覧（通告順）
◆中原智昭　議員
①突発的な災害時における危機
　管理の現状について

◆米丸貴浩　議員
①改正災害対策基本法と春日市
　の防災について

◆迫　賢二　議員
①春日市を誇りに思い、愛する
　事ができる子どもたちの育成
　について

◆前田俊雄　議員
①自主防災組織の育成、支援等
　について

◆松尾德晴　議員
①春日市の利水・治水の対応に
　ついて

◆近藤幸恵　議員
①行政職員の健康と市民サービ
　スについて
②スマホ禁止宣言について

◆髙橋裕子　議員
①公会計新基準と財政分析につ
　いて

◆與國　洋　議員
①保険給付費の増加への対応措
　置について

◆坂本靖男　議員
①市職員等、公務中における公用
　車の事故防止対策について
②春日市公共スポーツ施設の望
　ましいあり方について
③狭隘道路及び道路内民有地に
　ついて

◆岩切幹嘉　議員
①「まちづくり」について

◆村山正美　議員
①執行姿勢について

◆野口明美　議員
①水ぼうそう・成人用肺炎球菌
　ワクチン接種の助成について
②ファーストブック事業について

◆榊　朋之　議員
①スポーツ振興について

※全文は市議会ホームページの
　会議録に掲載しています。

※原稿は、質問者本人の執筆によるも
　のです。

防災訓練時の災害対策本部

夜
間
や
未
明
の
突
発
的
な

災
害
に
お
け
る
避
難
体
制
は

な
か  

は
ら
　  

　 

と
も  

あ
き

中
原
　
智
昭
　
議
員

本
年
８
月
22
日
未
明
、
本
市
に
も
集
中
豪

雨
が
襲
い
、
一
部
の
世
帯
に
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
た
が
、
今
後
の
同
様
な
災
害
の
避
難

方
法
等
に
つ
い
て
、
市
の
体
制
を
問
う
。

災
害
対
策
本
部
で
発
令
す
る
、
避
難
準
備

情
報
、
避
難
勧
告
、
避
難
指
示
の
発
令
の
基

準
と
そ
の
強
制
力
は
。

避
難
基
準
は
、
土
砂
災
害
の
場
合
は
、
大

雨
警
報
が
発
表
さ
れ
か
つ
、
土
の
中
の
雨
量

が
基
準
値
を
超
過
し
た
場
合
。
避
難
勧
告
は

土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
。

避
難
指
示
は
土
砂
災
害
が
発
生
し
た
場
合
。

い
ず
れ
も
強
制
力
は
な
い
が
、
避
難
勧
告
は

「
で
き
る
だ
け
避
難
を
」
避
難
指
示
は
「
ぜ

ひ
避
難
を
」
と
い
う
呼
び
か
け
と
な
る
。

広
範
囲
に
お
け
る
夜
間
や
未
明
の
災
害
時

の
、
避
難
対
象
者
へ
の
連
絡
方
法
は
。

県
の
防
災
メ
ー
ル
や
、
市
の
総
合
情
報

メ
ー
ル
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
携
帯
会
社

の
エ
リ
ア
メ
ー
ル
及
び
広
報
車
に
よ
る
周
知
。

住
民
が
避
難
所
に
避
難
し
た
場
合
の
、
各

種
対
応
は
。
ま
た
自
主
避
難
時
の
対
応
は
。

狭
い
範
囲
で
の
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
に

基
づ
く
避
難
で
、
公
民
館
に
お
け
る
避
難
で

あ
れ
ば
、
自
治
会
に
協
力
要
請
し
、
対
象
世

帯
に
職
員
を
派
遣
し
て
連
絡
対
応
す
る
。
ま

た
、
そ
の
場
合
の
費
用
は
市
が
負
担
す
る
。

自
主
避
難
の
場
合
は
、
安
全
安
心
課
に
連
絡

し
て
い
た
だ
き
、
市
か
ら
自
治
会
に
連
絡
し
、

公
民
館
に
避
難
す
る
。
そ
の
場
合
の
費
用
等

は
個
人
負
担
と
な
る
。

高
齢
者
や
社
会
的
弱
者
の
避
難
体
制
は
。

災
害
対
策
本
部
内
に
災
害
時
要
支
援
者
支

援
班
を
組
織
し
、
避
難
誘
導
者
支
援
に
あ
た

る
。
ま
た
、
災
害
時
に
は
人
と
人
と
が
支
え

合
う
、
共
助
の
取
り
組
み
を
活
用
し
た
い
。

問

問

問問 答答答

答
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市
の
人
口
が
11
万
２
千
人
を
超
え
、

水
不
足
は
な
い
の
か

ま
つ    

お
　  

　  

と
く  

は
る

松
尾
　
徳
晴
　
議
員

水
道
の
給
水
能
力
は
市
の
人
口
や
生
活
水

準
に
影
響
を
与
え
る
。
以
前
、
市
の
人
口
が

11
万
人
を
超
え
る
と
水
が
不
足
す
る
と
い
う

事
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
十
分
な
水
の
確

保
は
で
き
て
い
る
の
か
。

水
道
企
業
団
の
一
日
最
大
供
給
能
力
は
５

万
７
６
０
０
㎥
で
、
平
成
30
年
度
か
ら
は
五

ケ
山
ダ
ム
か
ら
１
０
０
０
㎥
が
増
量
の
見
込

み
で
あ
り
、
計
算
上
で
は
１
万
人
程
度
の
対

応
は
可
能
で
あ
る
。

水
道
管
の
破
損
が
起
き
れ
ば
道
路
の
陥
没

な
ど
が
起
こ
り
市
民
生
活
の
安
全
に
影
響
が

出
る
。
破
損
等
で
事
故
に
つ
な
が
る
よ
う
な

事
態
は
起
き
て
な
い
の
か
。

平
成
24
・
25
年
で
、
計
26
件
の
つ
な
ぎ
手

部
分
か
ら
の
漏
水
が
起
き
て
い
る
。
本
市
で

は
管
自
体
が
折
れ
る
ケ
ー
ス
は
な
く
事
故
に

つ
な
が
る
よ
う
な
事
態
は
起
き
て
い
な
い
。

　豪
雨
時
、
道
路
の
状
況
に
よ
り
雨
水
の
流

れ
が
悪
く
な
り
、
人
家
に
流
れ
込
む
ケ
ー
ス

が
あ
り
何
か
対
策
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

道
路
の
低
い
箇
所
へ
の
横
断
側
溝
や
集
水

桝
等
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
周
辺
宅
地
へ
の

流
入
を
防
ぐ
こ
と
が
、
有
効
な
対
策
と
考
え

て
い
る
。

今
回
の
豪
雨
で
広
島
市
な
ど
に
甚
大
な
被

害
が
出
た
。
市
で
、
崩
壊
す
る
と
人
命
や
財

産
に
大
き
な
被
害
が
予
想
さ
れ
る
山
や
崖
は

把
握
し
て
あ
る
の
か
。
そ
の
数
と
対
策
は
。

県
が
指
定
し
て
い
る
土
砂
災
害
警
戒
区
域

は
、
市
で
は
17
カ
所
で
、
今
回
の
豪
雨
で
は

指
定
さ
れ
て
い
る
区
域
に
避
難
勧
告
を
発
令

し
た
。

問

問

問問 答答答

答

改
正
災
害
対
策
基
本
法
と

市
の
防
災
に
つ
い
て

よ
ね  

ま
る
　  

　 

た
か  

ひ
ろ

米
丸
　
貴
浩
　
議
員

改
正
災
害
対
策
基
本
法
は
、
東
日
本
大
震

災
の
教
訓
を
活
か
し
、
今
後
の
防
災
対
策
を

充
実
強
化
す
る
た
め
の
災
害
対
策
法
制
の
見

直
し
の
一
環
と
し
て
、
さ
ら
な
る
法
制
上
の

措
置
が
講
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

改
正
災
害
対
策
基
本
法
を
考
慮
し
た
、
市

の
防
災
の
今
後
へ
の
見
解
は
ど
う
か
。

新
た
な
基
本
理
念
た
る
減
災
の
考
え
を
取

り
入
れ
、
指
定
緊
急
避
難
場
所
及
び
指
定
避

難
場
所
、
避
難
所
を
春
日
市
地
域
防
災
計
画

に
盛
り
込
む
。
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
に
お
い

て
は
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
た
い
。

災
害
情
報
の
収
集
に
効
果
的
な
総
合
情
報

メ
ー
ル
の
窓
口
登
録
を
進
め
て
は
。

窓
口
登
録
へ
の
対
応
も
で
き
る
よ
う
各
所

管
に
情
報
の
共
有
化
を
図
り
た
い
。

指
定
緊
急
避
難
場
所
及
び
指
定
避
難
所
で

の
避
難
標
識
の
設
置
、
ま
た
指
定
避
難
所
等

に
、
お
お
よ
そ
の
方
向
と
距
離
を
示
し
案
内

す
る
避
難
誘
導
標
識
の
設
置
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

標
識
設
置
は
、
自
助
意
識
の
醸
成
や
本
市

の
特
性
か
ら
設
置
し
な
い
方
針
で
あ
っ
た
が
、

今
回
の
法
改
正
が
「
緊
急
避
難
場
所
及
び
避

難
所
を
指
定
し
、
そ
の
周
知
に
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
」
と
の
内
容
で
あ
り

今
後
、
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
浸
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
等
の
改
訂
版
の
作
成
、
配
布
、
市

報
等
で
の
周
知
に
努
め
た
い
。

ま
た
、
災
害
ご
と
に
避
難
場
所
等
の
指
定

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
施
設
ご
と
に
、

災
害
時
の
避
難
場
所
あ
る
い
は
避
難
所
で
あ

る
こ
と
を
標
示
す
る
た
め
の
避
難
標
識
の
設

置
に
つ
い
て
、
自
治
会
に
も
相
談
し
な
が
ら

研
究
し
た
い
。
避
難
誘
導
標
識
の
設
置
に
つ

い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

問問問 答答答

豪
雨
に
対
す
る
市
の
対
策
は

避難標識（佐賀市）
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自
主
防
災
組
織
の
育
成
、支
援
等
に
つ
い
て

ま
え   

だ
　  

　   

と
し   

お

前
田
　
俊
雄
　
議
員

各
地
区
で
の
自
主
防
災
組
織
の
規
約
づ

く
り
に
際
し
、
規
約
の
ひ
な
形
は
、
ワ
ー
ド

版
・
電
子
版
で
提
供
し
た
の
か
。
ま
た
、
ア

ド
バ
イ
ス
は
行
っ
た
の
か
。

規
約
の
ひ
な
形
は
、
紙
ベ
ー
ス
で
提
供
し
、

ひ
な
形
を
参
考
に
作
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、

特
段
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
行
っ
て
い
な
い
。

万
一
に
備
え
た
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
全

地
区
で
作
成
さ
れ
て
い
る
の
か
。

一
部
の
地
区
で
、
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
内

容
を
包
含
す
る
よ
う
な
地
区
防
災
計
画
が
作

成
さ
れ
て
い
る
。

作
成
さ
れ
て
い
な
い
地
区
に
対
し
て
は
、

今
後
ど
う
す
る
の
か
。

地
区
の
考
え
を
尊
重
し
任
意
と
し
て
い
た

が
、
今
後
に
つ
い
て
は
、
機
会
を
選
ん
で
、

お
勧
め
し
た
い
。

市
内
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
組
合
で
自
主

防
災
組
織
を
発
足
さ
せ
、
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
、
避
難
訓
練
等
を
さ
れ
て
い
る
事
例

が
あ
る
。
こ
う
し
た
事
例
を
紹
介
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
他
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
自
主
防
災

体
制
を
整
え
る
勧
奨
を
し
て
は
ど
う
か
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
等
、
自
発
的
に
行
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ご
相
談
に
は

積
極
的
に
応
じ
て
い
き
た
い
。

自
助
・
共
助
・
公
助
は
、
明
確
に
一
線
を

引
い
て
区
分
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
機
械

で
言
え
ば
ギ
ア
と
同
じ
で
、
山
と
谷
が
し
っ

か
り
噛
み
合
っ
て
初
め
て
、
本
当
の
防
災
・

減
災
と
い
う
も
の
が
果
た
せ
る
。
こ
れ
ま
で

の
行
政
所
管
の
取
り
組
み
は
評
価
は
し
て
い

る
が
、
自
主
性
、
自
発
性
の
名
の
も
と
に
、

一
線
を
ひ
い
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
も
う

一
歩
踏
み
込
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

問問問問 答答答答

春
日
市
を
愛
す
る
こ
と
が
で
き
る

子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
つ
い
て

さ
こ
　  

　 

け
ん   

じ

迫
　
賢
二
　
議
員

愛
国
心
、
郷
土
愛
な
ど
を
育
て
、
春
日
市

を
誇
り
に
思
い
、
愛
す
る
こ
と
が
で
き
る
子

ど
も
た
ち
の
育
成
に
全
力
で
取
り
組
み
た
い
。

成
人
式
の
記
念
ア
ル
バ
ム
の
中
で
教
員
か

ら
新
成
人
に
向
け
た
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

参
加
要
請
に
関
し
て
、
教
育
委
員
会
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
が
も
っ
と
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
。

一
人
で
も
多
く
の
教
員
か
ら
い
た
だ
け
る

よ
う
、
さ
ら
に
支
援
を
行
う
。

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
事
業
を
教
育
に
使
い
た

い
と
思
い
提
案
す
る
。
卒
業
時
に
タ
イ
ト
ル

を
決
め
て
、
将
来
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

書
く
こ
と
で
現
時
点
で
の
自
分
に
素
直
に
向

き
合
う
こ
と
が
で
き
、
数
年
後
、
開
封
時
に

個
人
の
軌
跡
を
顧
み
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に

勇
気
を
も
っ
て
臨
む
こ
と
が
で
き
る
夢
の
事

業
だ
と
確
信
し
て
い
る
。
学
校
に
呼
び
か
け
、

教
育
委
員
会
が
主
導
で
実
施
し
た
ら
ど
う
か
。

大
変
貴
重
な
教
育
推
進
の
着
眼
点
だ
と
思

う
が
、
そ
の
手
法
、
方
法
は
学
校
現
場
が
創

出
す
べ
き
視
点
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

学
校
の
主
体
性
、
自
主
性
に
任
せ
た
い
。

中
体
連
、
中
文
連
で
九
州
大
会
、
全
国
大

会
出
場
が
年
々
急
増
し
て
い
る
。
大
会
当
日
、

早
朝
か
ら
集
合
し
て
準
備
し
て
多
く
の
交
通

手
段
で
移
動
し
て
開
会
式
に
参
加
し
て
練
習

し
て
試
合
し
て
終
わ
っ
た
ら
帰
っ
て
く
る
の

が
今
の
規
定
で
あ
る
。
補
助
金
交
付
要
綱
を

見
直
し
た
ら
ど
う
か
。

市
全
体
の
補
助
金
の
取
り
扱
い
の
考
え
方

か
ら
、
補
助
の
対
象
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と

は
大
変
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

保
護
者
等
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
後
払
い

で
な
く
仮
払
い
等
の
処
置
を
と
っ
て
は
。

支
払
方
法
の
変
更
な
ど
に
向
け
て
、
補
助

要
綱
の
改
正
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

問

問

問問 答答

答答

自主防災訓練の様子

一般質問
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フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
ッ
ク
事
業
に
つ
い
て

水
ぼ
う
そ
う
・
成
人
用
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
の
今
後
の
方
針
は

の
　
ぐ
ち
　       

あ
け
　
み

野
口
　
明
美
　
議
員

国
の
予
防
接
種
法
の
改
正
に
伴
い
、
両
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
今
後
の
方
針
と
対
応
は
。

新
た
に
10
月
か
ら
定
期
接
種
と
な
る
。
水

ぼ
う
そ
う
の
対
象
者
は
、
１
歳
以
上
３
歳
未

満
の
乳
幼
児
。
今
年
度
だ
け
の
経
過
措
置
と

し
て
、
３
歳
か
ら
５
歳
未
満
も
対
象
。
さ
ら

に
成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
は
、
平
成
30

年
度
ま
で
定
期
予
防
接
種
と
併
せ
て
市
が
補

助
を
行
う
任
意
予
防
接
種
事
業
も
継
続
し
て

行
う
。
65
歳
以
上
で
、
過
去
に
こ
の
予
防
接

種
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
全
員
対
象
。

今
回
の
法
改
正
で
国
の
補
助
は
。

定
期
予
防
接
種
は
、
国
の
補
助
は
な
く
、

水
ぼ
う
そ
う
は
事
業
費
の
９
割
、
成
人
用
肺

炎
球
菌
は
３
割
が
普
通
交
付
税
の
基
準
財
政

需
要
額
に
算
入
さ
れ
る
。

平
成
31
年
度
以
降
の
対
象
者
に
つ
い
て
は
。

平
成
31
年
度
以
降
は
、
定
期
接
種
事
業
の

み
の
実
施
で
対
応
で
き
る
と
考
え
る
。

４
カ
月
児
健
診
時
に
自
宅
で
も
絵
本
を
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
昨
年
８
月
か
ら
市

が
絵
本
を
１
冊
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
る
が
、

未
配
布
者
（
年
間
44
人
）
に
対
し
、
ぜ
ひ
、

訪
問
し
て
確
実
に
お
届
け
し
て
は
ど
う
か
。

今
後
、
訪
問
を
実
施
す
る
こ
と
も
視
野
に

入
れ
て
、
有
効
的
な
配
布
方
法
を
検
討
す
る
。

フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
ッ
ク
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
と

し
て
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
や
サ
ー
ド
ブ
ッ
ク
事

業
の
実
施
の
見
解
は
。

絵
本
の
配
布
で
は
な
く
、
場
の
提
供
等
で

広
く
本
に
親
し
む
機
会
を
広
め
て
い
く
こ
と

も
一
つ
の
方
法
と
考
え
る
。
市
独
自
の
セ
カ

ン
ド
ブ
ッ
ク
事
業
も
検
討
し
て
い
け
れ
ば
と

思
う
。

問

問

問問問 答答答

答答

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
更
な
る
振
興
を

さ
か
き
　    

と
も  

ゆ
き

榊
　
朋
之
　
議
員

現
状
に
あ
っ
て
当
市
で
は
ど
の
よ
う
な
形

で
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
り
、
今
後
の

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
開
館
に
合
わ
せ

て
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
れ
る
お
考
え
か
。

障
が
い
の
あ
る
方
に
と
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
は
、
心
身
の
鍛
錬

や
機
能
訓
練
に
と
ど
ま
ら
ず
社
会
参
加
の
大

切
な
機
会
で
あ
り
、
健
康
維
持
・
増
進
に
も

繋
が
る
こ
と
か
ら
、
生
き
が
い
の
あ
る
生
活

を
営
む
上
で
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
と

認
識
し
、
幅
広
い
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い

る
。
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
、
振
興
は
、

障
が
い
者
施
策
の
中
で
も
大
き
な
柱
の
一
つ

で
あ
り
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
開
館
は

さ
ら
な
る
普
及
、
振
興
の
絶
好
の
機
会
と
捉

え
て
い
る
。
行
政
の
責
務
と
し
て
こ
の
施
設

を
利
用
し
た
振
興
、
支
援
策
に
つ
い
て
検
討

し
推
進
し
て
い
く
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
養
成
は
。

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
を
振
興
す
る
上
で
必

要
な
人
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
確

保
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
要
素
も
あ
る
の
で

養
成
に
つ
い
て
は
庁
内
関
係
課
や
福
祉
関
係

団
体
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
課
に
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
専
門
職

員
を
配
置
し
て
は
ど
う
か
。

障
が
い
に
応
じ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
指
導
で
き
る
専
門
員

を
置
く
こ
と
は
様
々
な
効
果
が
あ
り
重
要
で

あ
る
。
し
か
し
課
題
も
多
い
。
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
の
活
用
や
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

な
ど
か
ら
指
導
、
支
援
を
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
、
将
来
的
に
指
導
者
の
拡
充
を
目
指
し

て
い
く
。

問

問

問 答答

答

よみきかせの様子
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決
算
情
報
が
次
の
予
算
に
活
か
さ
れ
る

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か

国
が
示
し
た
今
後
の
地
方
会
計
の
整
備
に

対
す
る
本
市
の
対
応
は
。

平
成
30
年
3
月
ま
で
に
新
統
一
基
準
に
な

る
こ
と
が
総
務
省
か
ら
示
さ
れ
た
。
本
市
は

国
の
動
向
を
注
視
し
、
平
成
26
年
度
決
算
分

か
ら
新
基
準
の
財
務
書
類
が
作
成
で
き
る
よ

う
検
討
し
た
い
。

市
民
に
公
会
計
改
革
へ
の
関
心
を
深
め
て

も
ら
う
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

平
成
25
年
９
月
、
議
員
の
提
案
で
一
歩
前

進
し
た
と
こ
ろ
。
今
後
も
外
部
研
修
、
先
進

地
の
情
報
の
収
集
等
を
行
い
研
究
す
る
。

今
後
、
基
礎
的
財
政
収
支
の
悪
化
が
予
想

さ
れ
る
。
財
政
の
硬
直
化
を
防
ぐ
考
え
は
。

歳
入
は
税
・
交
付
金
等
の
大
幅
な
増
は

見
込
め
ず
、
歳
出
は
社
会
保
障
関
係
費
、
公

共
施
設
等
の
更
新
に
係
る
経
費
の
増
が
見
込

ま
れ
る
。
経
常
経
費
に
つ
い
て
事
業
の
必
要

性
・
効
果
等
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。

平
成
25
年
度
の
積
立
金
の
増
は
全
体
の
バ

ラ
ン
ス
か
ら
み
て
適
切
と
考
え
る
か
。

歳
入
・
歳
出
予
算
に
差
額
が
生
じ
た
場
合

は
市
民
へ
の
還
元
を
優
先
的
に
検
討
し
た
上

で
基
金
の
積
み
立
て
に
充
て
て
い
る
。

蓄
積
さ
れ
た
資
産
の
内
訳
に
対
す
る
分
析

を
全
庁
的
に
行
う
こ
と
は
必
要
と
考
え
る
。

全
庁
的
な
公
共
施
設
等
に
関
す
る
分
析
や

整
備
計
画
作
成
も
必
要
と
考
え
研
究
す
る
。

決
算
は
「
何
を
し
た
か
」
で
評
価
す
る
こ

と
で
今
後
は
「
予
算
通
り
な
ら
ば
よ
し
」
と

い
う
評
価
か
ら
の
脱
却
が
必
要
と
考
え
る
。

決
算
情
報
を
次
年
度
予
算
に
活
か
す
こ
と
が

新
公
会
計
改
革
の
持
つ
意
味
だ
と
思
う
が
。

新
た
な
統
一
基
準
に
よ
る
財
務
書
類
の
作

成
が
示
さ
れ
る
の
で
行
政
評
価
や
予
算
編
成

等
の
活
用
に
つ
い
て
し
っ
か
り
研
究
す
る
。

問問問問問 答

問 答答

答答答

「
ス
マ
ホ
禁
止
宣
言
」に
つ
い
て

「
春
日
市
宣
言
」
で
中
学
生
が
午
後
10
時
以

降
午
前
６
時
ま
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
使
用
を

禁
止
す
る
と
宣
言
し
た
。
生
徒
と
保
護
者
が

真
剣
に
話
し
合
う
き
っ
か
け
と
な
り
、
情
報

モ
ラ
ル
の
確
認
や
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
教

育
の
構
築
の
一
歩
と
な
る
と
考
え
る
。

本
市
に
お
け
る
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
取
得
数
や
利
用
状
況
、
依
存
度
は
。

利
用
は
小
学
６
年
生
で
56
・
6
％
、
中
学

生
で
79
％
で
あ
る
。
依
存
度
は
調
査
し
て
い

な
い
。
今
後
、
児
童
生
徒
の
現
状
を
正
確
に

知
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

春
日
市
宣
言
の
主
旨
、
目
的
は
。

使
用
と
管
理
に
つ
い
て
は
家
庭
が
責
任
を

持
ち
役
割
を
果
た
す
の
が
基
本
で
あ
り
、
教

育
委
員
会
と
し
て
も
学
校
・
家
庭
・
地
域
の

三
者
で
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
意
義
あ

る
と
考
え
、
最
低
限
ル
ー
ル
と
し
た
。

今
後
の
教
育
と
啓
発
及
び
事
業
計
画
、
ま

た
、
効
果
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

教
育
は
小
学
３
年
生
以
上
の
全
学
級
で
、

県
施
策
の
規
範
育
成
学
習
の
一
環
と
し
て

実
施
し
て
い
る
。
啓
発
は
、
文
部
科
学
省
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
活
用
す
る
。
今
後
の
推
進

は
効
果
も
含
め
た
現
状
を
把
握
し
た
上
で
、

各
学
校
の
実
情
に
即
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
取
り
組
み
の
支
援
及
び
事
業
計

画
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

効
果
の
高
い
春
日
市
宣
言
と
な
っ
て
ほ
し

い
が
。

春
日
市
宣
言
の
効
果
が
出
て
、
各
家
庭
で

の
指
導
が
充
実
し
、
大
人
も
子
ど
も
も
携
帯

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
正
し
く
付
き
合
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
関
係
者
の
連
携
を
深
め

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

問

問

問問 答答答

答

こ
ん  

ど
う         

さ
ち  

え

近
藤
　
幸
恵
　
議
員

た
か  

は
し          

ゆ
う  

こ

髙
橋
　
裕
子
　
議
員
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答

市
職
員
等
公
務
中
に
お
け
る

公
用
車
の
事
故
防
止
対
策
に
つ
い
て

６
・
７
月
に
公
用
車
に
よ
る
交
通
事
故

が
４
件
、
う
ち
２
件
は
人
身
事
故
で
あ
る
。

「
事
故
ゼ
ロ
運
動
」
の
具
体
的
な
取
り
組
み

は
。管

理
監
督
者
に
よ
る
部
下
職
員
へ
の
安
全

運
転
に
関
す
る
指
導
、
全
職
員
宛
に
メ
ー
ル

等
で
注
意
事
項
の
周
知
や
ポ
ス
タ
ー
掲
示
に

よ
る
啓
発
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

交
通
事
故
の
懲
戒
処
分
に
つ
い
て
の
市
の

規
定
と
今
回
事
故
の
対
応
は
。

基
準
が
あ
り
、
飲
酒
運
転
等
、
悪
質
な
違

反
を
処
分
の
対
象
と
し
て
い
る
。
人
身
事
故

２
件
は
、
刑
事
処
分
等
、
状
況
を
踏
ま
え
な

が
ら
今
後
適
切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

事
故
は
様
々
な
状
況
が
あ
る
こ
と
か
ら
基

準
の
見
直
し
が
必
要
だ
と
思
う
が
い
か
が
か
。

事
故
の
状
況
、
過
失
割
合
、
様
々
な
事
情

を
考
慮
し
、
適
切
な
内
容
に
見
直
し
、
交
通

事
故
の
抑
制
と
綱
紀
粛
正
に
つ
な
げ
た
い
。

民
間
企
業
で
は
朝
礼
を
導
入
し
、
交
通
事

故
や
業
務
で
の
事
故
が
減
っ
た
企
業
が
多
く

あ
る
。
全
課
で
朝
礼
の
導
入
を
す
べ
き
で
は
。

形
は
違
う
が
ほ
ぼ
全
課
で
朝
礼
や
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。

狭
あ
い
道
路
及
び
道
路
内
民
有
地
の
状
況

と
解
消
の
た
め
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
。

市
道
認
定
路
線
１
４
４
６
路
線
の
う
ち
３

２
９
路
線
が
狭
あ
い
道
路
。
要
綱
を
整
備
し
、

解
消
に
努
め
て
お
り
、
市
・
県
道
内
に
２
２

２
筆
の
民
有
地
を
確
認
し
、
所
有
者
20
名
で

24
筆
、
面
積
９
７
７
㎡
を
取
得
し
て
い
る
。

狭
あ
い
道
路
の
解
消
を
さ
ら
に
推
進
す
る

た
め
、
条
例
化
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

要
綱
の
周
知
に
努
め
、
条
例
化
に
先
立
ち
、

要
綱
の
効
果
を
検
証
し
た
い
。

問

問問

問問問 答答答

答答

国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
事
業
に
お
け
る

保
険
給
付
費
の
増
加
へ
の
対
応
は

国
保
に
お
け
る
保
険
給
付
費
は
２
億
円
余

り
、
介
護
保
険
事
業
に
お
け
る
保
険
給
付
費

は
３
億
円
余
り
の
増
加
が
毎
年
続
い
て
い
る
。

要
因
の
分
析
と
と
も
に
、
疾
病
、
介
護
へ
の

未
然
防
止
に
よ
り
伸
び
を
抑
制
す
る
手
段
が

導
き
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
。

レ
セ
プ
ト
点
検
を
通
じ
診
療
の
実
態
を
把

握
・
分
析
し
、
適
切
な
治
療
を
促
す
こ
と
が

必
要
で
は
。

レ
セ
プ
ト
に
よ
る
把
握
は
新
た
な
入
力
事

務
、
費
用
の
面
か
ら
難
し
い
。
今
後
、
国
保

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
実
態

把
握
と
重
症
化
防
止
な
ど
に
取
り
組
む
。

特
定
健
康
診
査
等
の
実
績
は
。

平
成
25
年
度
の
特
定
健
康
診
査
の
受
診
率

は
目
標
35
％
に
対
し
21
％
前
後
、
受
診
者
の

う
ち
、
特
定
保
健
指
導
が
必
要
な
方
へ
の
実

施
率
は
概
ね
25
％
で
、
目
標
に
及
ば
な
い
。

引
き
続
き
、
目
標
達
成
に
向
け
て
取
り
組

む
。増

加
す
る
介
護
所
要
の
受
け
皿
と
し
て
優

先
す
る
施
策
は
。

居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
重
点
を
置
き
、
な
か
で

も
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
し
、
ま
た
、

重
要
と
さ
れ
る
認
知
症
へ
の
対
応
を
進
め
る
。

在
宅
介
護
と
訪
問
看
護
等
を
連
携
さ
せ
た

複
合
型
事
業
へ
の
取
り
組
み
は
。

医
療
の
面
か
ら
訪
問
看
護
を
加
え
た
複
合

型
サ
ー
ビ
ス
は
全
国
で
も
始
ま
っ
た
ば
か
り

で
あ
り
、
事
業
の
実
態
、
他
自
治
体
の
動
向

を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

介
護
予
防
へ
の
意
欲
向
上
施
策
と
し
て
、

予
防
事
業
等
へ
の
参
加
者
に
ポ
イ
ン
ト
制
を

導
入
し
て
は
。

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
へ
の
対
策
と

し
て
、
外
出
の
促
進
、
社
会
参
加
意
欲
を
高

め
る
方
策
へ
の
意
見
と
し
て
う
け
た
ま
わ
る
。

問

問

問問 答答答

答問答

よ
　 

く
に
　      

よ
う

與
國
　
洋
　
議
員

さ
か 

も
と          

や
す
　
お

坂
本
　
靖
男
　
議
員

狭
あ
い
道
路
及
び
道
路
内
民
有
地
に
つ
い
て

健診車

公用車

一般質問
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教
育
の
充
実
、福
祉
増
進
で

住
み
続
け
た
い
街
、春
日
の
前
進
を

春
日
市
は
住
み
続
け
た
い
街
と
し
て
高
い

評
価
を
受
け
て
い
る
が
、
そ
の
要
因
の
大
き

な
も
の
に
清
潔
な
市
政
と
福
祉
増
進
の
立
場

が
あ
る
。
今
後
も
こ
の
立
場
を
堅
持
す
る
こ

と
が
大
事
だ
と
の
思
い
か
ら
、
決
意
を
問
う
。

こ
れ
ま
で
の
街
づ
く
り
の
成
果
と
し
て
財

源
の
根
幹
で
あ
る
市
税
も
増
加
し
て
い
る
。

改
善
し
て
き
た
財
政
を
活
か
し
て
市
民
の
命

と
財
産
を
守
る
災
害
対
策
、
少
人
数
学
級
の

対
象
学
年
の
拡
大
、
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
、
質
を
低
下
さ
せ
な
い
保
育
行
政
、
学
童

保
育
、
医
療
費
助
成
対
象
の
拡
大
、
住
宅
確

保
を
含
む
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
春

日
市
を
守
る
決
意
を
聞
き
た
い
。

不
正
の
な
い
行
政
運
営
の
た
め
、
気
を
引

き
締
め
て
取
り
組
む
。

住
民
本
位
の
行
政
運
営
を
堅
持
す
る
こ
と

が
、
住
み
よ
い
街
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
る
。

雨
水
対
策
は
公
共
用
地
を
活
用
し
な
が
ら

貯
留
施
設
を
考
え
る
。

教
育
の
充
実
は
真
剣
に
考
え
る
。

保
育
行
政
の
質
の
維
持
、
学
童
保
育
の
現

状
も
大
事
に
す
る
。

子
ど
も
医
療
費
の
助
成
も
対
象
拡
大
を
引

き
続
き
検
討
す
る
。

高
齢
者
問
題
で
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

問答

私
た
ち
の
生
活
環
境
の
向
上
、
福
祉
活
動

の
推
進
、
子
育
て
、
ま
た
災
害
時
の
迅
速
な

対
応
の
た
め
に
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
強
固
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
中
で
も

自
治
会
の
組
織
が
中
核
で
あ
り
、
活
性
化
さ

れ
る
こ
と
が
、
そ
の
躍
進
に
つ
な
が
る
。
そ

の
課
題
等
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

地
域
で
必
要
と
さ
れ
る
民
生
委
員
さ
ん
の

な
り
手
が
、
な
か
な
か
い
な
い
と
い
う
現
状

に
対
し
て
、
そ
の
仕
事
内
容
と
労
力
を
考
え

る
と
、
も
う
少
し
手
当
等
を
保
証
し
な
い
と

厳
し
い
の
で
は
な
い
か
。

民
生
委
員
の
報
酬
は
制
度
と
し
て
個
人
支

給
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
運

営
費
・
活
動
費
と
し
て
支
給
を
措
置
し
て
い

る
。
ご
指
摘
の
よ
う
に
役
割
が
、
量
・
質
的

に
も
増
え
て
い
る
現
状
も
あ
る
が
、
そ
の
活

動
は
尊
敬
に
値
し
、
感
謝
の
念
に
堪
え
な
い
。

多
く
の
高
齢
者
が
参
加
を
し
、
集
い
合
う

た
め
の
環
境
整
備
を
考
え
る
と
公
民
館
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
は
必
要
と
思
う
が
現
状
と

今
後
の
考
え
方
に
つ
い
て
。

高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
本
市
に
お
い
て
、

有
用
な
設
備
と
考
え
て
い
る
が
、
財
政
状
況

を
踏
ま
え
、
慎
重
な
選
択
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。

そ
れ
ぞ
れ
世
帯
等
の
格
差
が
あ
る
地
域
の

課
題
解
消
の
た
め
に
も
、
自
治
会
を
、
校
区

ご
と
に
、
い
わ
ゆ
る
中
エ
リ
ア
で
連
合
体
を

形
成
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

中
学
校
単
位
で
の
情
報
交
換
は
展
開
し
て

い
る
が
、
地
区
の
専
門
的
な
人
材
の
相
互
派

遣
な
ど
、
中
学
校
区
連
合
の
よ
う
な
側
面
を

備
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
知
恵
を
絞
っ
て

ま
い
り
た
い
。

問

問

問 答答

答

健
康
で
、明
る
く
、豊
か
に

生
活
で
き
る「
ま
ち
づ
く
り
」を

い
わ  

き
り        

み
き  

よ
し

岩
切
　
幹
嘉
　
議
員

む
ら  

や
ま         

ま
さ   

み

村
山
　
正
美
　
議
員

一般質問
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